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第 33回 新人発表演奏会
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どんな時も向上心を持つて

第33回長崎県新入発表演奏会では多くの方々の御支援のもと貴重な体験をさせて項いた事に心より感謝 し

ております。

目標を持って演奏する事が上達につながるのではないかと考え、新人演奏会のオーディションをここ数年

受けていた結果、今年は合格・出演が決まり演奏会までは喜びと不安の入り混じる複雑な気持ちで過ごしま

した。

演奏会前日からのスタッフの方々や出演者の方達との交流が緊張を柔らげ、当日のブリックホールでは精

一杯の演奏をさせて頂きました。しかし、この演奏会に出演する準備段階で十分に出来なかった事は今後の

課題として残っています。

日々いろんな事が起こる人生の中で、演奏を続けていくことは大変なことも多いのかもしれませんが、非

日常的で豊かなギターの音色と演奏の世界に憧れを持ち続ける限り、どんな時も向上心を持ち演奏に臨むこ

とを大切にしたいと思います。

最後になりましたが演奏会を企画・運営して下さった皆様、熱心に御指導して下さる先化、当日お忙しい中演奏を聴きに来て下さった皆様そ

して見守ってくれる家族にこの場をお借りしてお礼を中し

'げ

たいと思います。ありがとうございました。

大好きな音楽を楽しみながら続けていきたい

新人演奏会が終わった今思うことは、素敵で暖かな舞台を経験できた喜びと、これまで私の成長を支えて

応援してくれた人々への感謝の気持ちです。本当にたくさんの人々に支えられここまでピアノを続けてこれ

ましたし、いるんな人々との出会いもありました。中でも昨年の暮れに亡くなりました祖母には音大進学の

時から大学院まで力強くサポー トしてもらいました。この演奏会に出演することもかねてからの約束でした。

残念ながら数か月の差で聞きに来てもらえなかったことが悔やまれますが、きっと空の上から見守ってくれ

ていたと思います。私のピアノ演奏を聞くことをとても楽しみにしてくれていた祖母でした。私もこれから

音楽を続けていくことで少しでも恩返しができたらと思いますも

私がピアノを習い始めてからこれまで二十年の月日が経ちました. ‐つのことを続けていると楽しいこと

もたくさんありますが、やはり壁にも何度もぶつかりました。私にとってピアノを弾き続けることは、自分

の内面と向きあい、自分を探す旅でもあります。壁にぶつかると悩み、苦しみ、時には涙 しながら常にそれ

をどう乗り越えるか考えます。例えばピアノの音色一つとってみても私は自分なりの答えを見つけるのに数

年かかりました。よくピアノのレッスンで「そこは雰囲気が変わるから音色を変えて」と言われるのですが、

どのようにすれば音色が変わるのか分からなかったのです。数年の間、常に『音色とは ?』 という疑問を抱えながらいるんな演奏を聞いたり、

自分でもピアノの前に座っては考える日々でした。それがある時、あるピアニストのCDを何げなく聞いている時に一瞬にしてひらめき、音色

に関する悩みが吹きとんだのです。一見、そんな問題と思うかもしれませんが、本人にとっては昔色一つとっても、それが分かるようにならな

いとピアノ弾きとしては致命的だったのです=不思議なもので、悩み抜いた課題が解けた後というのは、それまで見えなかった新たな音楽の世

界が日の前に広がるのです。この時の喜びは格別なもので、これがあるからどんな課題が自分の前に立ちはたがっても乗り越えようとするパワ

ーがでてきます。これが私にとってピアプを続ける醍醐味でもあり、自分の成長を感じられる時でもあります。もちろん音楽が好きですし、私

の演奏で喜んでくださる方々の声も大きな励みとなります。

これまで経験したこと全てが私の中に財産として残り、応援してくれている家族、尊敬する師、音楽の仲間、そして皆様がいてくれてこその

私です。いつも本当に感謝の気持ちでいっぱいです。これからもまた大好きな音楽を楽しみながら続けていきたいと思います。どうぞクラシッ

ク音楽もよろしくお願いします。
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魂 幅殆BUNKYO 第33回 長崎県新入発表演奏会

I腫れのステージに立てた喜び

第33同 長崎県新人発表演奏会に出演できた事、本当にうれしく思っております。

オーディション後の合格発表の時、奨励賞受賞考の中に名前が入っておらず、「はあ…終った…」と緊張が

溶けた頃名前が呼ばれ、本当に驚きました。私にとってこの演奏会は声楽を始めてからずっと憧れていたステ

ージでした。大学を卒業と同時にオーディションを受ける先輩方の姿を見てきて、私も 1と 思っていましたが

実際は厳 しく、大学卒業と同時に受けることを諦めました。そして今年、ぎりぎりまで悩みオーディションに

挑む決心をしました。そして、長崎県新人発表演奏会が行われたブリックホールでは、大学の定期演奏会で何

度かステージに立った事がありましたが、ソロとして立つのは初めてで、ものすごく広い空間と聴きに来てく

ださった皆様を目の前にし、不安と緊張が大きくなった事を覚えています。しかし、歌い出すとこの場に立っ

ている幸せや楽しさから、除々に不安もなくなり、良い緊張感を保ったまま歌い終えることができました。ま

だまだ未熟ではありますが、今まで歌ってきた中で ‐番自分で納得がいく演奏ができたと思います。今までど

んなに練習を積んで本番を迎えても、ものすごい緊張に襲われ自信がない私でしたが、憧れのステージに立て

たということで、少しですが自信を持てる様になりました。

今回伴奏をしてくださった松本鮎美さんとは、大学生の頃からずっと私の伴奏をして項いていて、久しぶりに一緒にステージに立ちました。卒

業して私が長崎を離れているため、オーディション前や本番前に合わせをすることがほとんどできず、お互い不安な気持ちだったんではないだろ

うかと思いますのしかし、松本さんのピアノの音を聴くと、安心し信頼して歌うことができました。彼女にはいつも支えられているなぁと感謝の

気持ちでいっぱいです ,

長崎を離れている今、大学の時の友達や長崎でお世話になった方々、先生方に支えられ、少しずつではありますがオペラ歌手としていつか舞台

に立つ夢を持ち、在籍している (財 )日 本オペラ振興会オペラ歌手育成部マスターコースにて、演技の難しさに悪戦苦聞しながら課題に追われる日々

を過ごしています :

これから先、もっと辛く苦しい道程や壁にぶつかることもあるでしょう。そんな時、きっとこの憧れのステージに立てた事が自信へと導いてく

れることと思います.いつかまた、ブリックホールで、この長崎という地で歌える日が来る様に、応援してくださっている家族、友注、先生方の

想いを胸に一歩一歩確実に歩んで行きたいと思っております。

また、素敵な演奏会となったのも、裏方であるスタッフの皆様のお陰だと思っております:こ れからも私達演奏家の支えとなり、共に素敵な演

奏会を作りあげていけたらと思います。本当にありがとうございました。

いつも心にとrelice(幸 せ)を …

これからも精一杯頑張ります

私にとって、地元長崎で演奏をすることは長年の日標でした フルー トを志し、本格的に学び始めた私は、

自分の演奏能力について、随分と悩む日々が続きました. 1年 ないし2年 に 1度 は母の問下のピアノの発表会

に出させてもらっていましたが、聴衆の方をお客様と捉えることがなかなか出来ず、緊張の連続だったように

思います。そのような時期から歳月を経て、現在は ドイツで学ぶ私ですが、今ではその頃の自分が非常に新鮮

に思えます。

ステージに立ちお客様を目の前にしたとき、そのようなことがふと頭をよぎり、そこに流れている時期がと

ても不思議に感じました。ひとつ日標に手が届いたと言うのでしょうか、そのような瞬問は、以
'卜

に冷静に過

ぎていくもので、近くに座っていた親戚、そして、速くの方で見守る家族を見ては、感謝の気持でいっぱいで

したもしかしヽ両親の前で真剣な姿を見せる、と言うのは簡単なようで難しく、少々照れくさいものです:ま

してや、ニコニコした顔でこちらを見る父が日に入ってくると、それだけで恥ずかしくなってしまいました!

切の邪念を振り払って、聴いて下さっている方々に音楽を通して出てきたように感じました

そしてこの新人演奏会は、支えられている自分に再度気づく、そのような時間でもありました=企画構成の仝てを運営してくださった県の職員

の方々、大山先生を初めとする審査をされた先生方、また当日お越しくださったお客様にいたるまで、たくさんの方々に支えられて、ステージの

上に立てる自分が居るのだと思うと、今後の活動にも大変I旬 が引き締まる思いです:ま た演奏会終 r後 に、大山先生よりご批評いただけたことは、

木普に光栄でした.

素商完な経験をさせていただけたこの日に恥 じることのないよう、これからも精一杯頑張ってまいりたいと存じます.ど うもありがとうございま

した。

聴いている人達に「楽しい」と慰じて目えるような歌い手になりたい

第33回長崎県新人発表演奏会に出演させて頂き、ありがとうございました。 1イ演が決まった時は「まさか私

が …?Jと いう気持ちで、全く実感が冴きませんでした。初めに嬉しさが込み上げてきましたが、後から不安

も押し寄せてきました。「呆たしてブリックホールという大きな舞台で最後まで歌いきることができるのだろ

うか…Jと 。

月日の流れは早く、あっという間に本Tr当 日となってしまいました。私は既にリハーサルの時点で他の出演

者の方の演奏に圧倒されました。「白分白身の音楽Jと いうものを強く持っていて、自信に満ち溢れているよ

う1こ 感じました。もちろん人間誰でも緊張 します。しかし、その緊張の中にはそれまでに積み重ねてきた努力

からくる「自信Jも 必要かと思います。

今回の演奏会に出演することができ、他の出演者の方の演奏を聴いたことによってとても良い刺激を受けま

した。これからの私の音楽人生に大きな影響を与えたことは問達いありませんし将来、歌うことの楽しさを実

感しながら自分に自信を持って演奏でき、そして聴いている人達に「楽しいJと 感じて貰えるような歌い手に

なりたいです。今は歌うことが楽しくて、好きで仕方がありません。これから先、大きな壁を日前にすることが多々あると思います。きっとその

壁は「歌うことが好きだ」という気持ちだけでは乗り越えられません。そのためには「心 (精神)」 と「体Jの両方を鍛え、そして一歩ずつ成長

していけたらと思っていますし「一期一会Jも 大切にしながら、勉強を続けたいです。

最後となりましたが、今まで御指導頂いた先生にこの場をお借りして御礼中し上げます。学生生活を共にした友人、そして日常を支えてくれた

家族にも感謝していますこありがとうございました。

「自分を信じる勇気を持ちなさい」

―「自分を信じる勇気を持ちなさいJ― これは、レッスン中に私の恩師から頂いた言葉です。私はこの大き

な舞台、「第33回長崎県新人発表演奏会Jに 出演させて頂いたことによって、この言葉を自分のものにするこ

とができました.

幼い頃から音楽に触れて育ったものの、私は音楽にとって ‐番大切な「表現することJを恐れていたように

思います。これまで何に対しても常に自分に自信がなく、他人の評価ばかり気にしていました:こ のような気

持ちで音楽と向き合ってもがいていた私に、この言葉が光を与えてくれました.そ して、この言葉を日標にし、

演奏会に臨みましたっ

さ
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た私は、 この曲に魅かれ、深く入り込んでいくうちに、忘れかけていた
｀
歌う心

…
を思い出し、音を楽しめる   音楽学部演葵学科卒業

ようになっていました=こ の時期にこの曲と出逢えた事は運命のようなものだと思います=く じけない強い想

いは、私に 番ヽ足りなかった事で、演奏会が終わるまで残されていた課題でしたi今 までに経験 したことのない程大きな責任と不安と緊張で押し

潰され、ふうっと 吹́きするだけですぐに析れてしまいそうな、グラグラした私の心を、最後までしっかりと力強く、そして優しく支えていたのは、

応援して下さった皆様の温かいお気持ちでした。皆様の想いが深く染み込み、感謝の気持ちでいっぱいになった私は、「何とか恩返しをしたい.

今の私の世界を共に味わってもらいたいJと 強く感じ、舞台に立ちましたぅあの時の感情は、今思いIIし ても熱く蘇ってきます.お 置話になった

皆様方の後押しによって日標を達成 し、またまだ勉強不足で、足 りない所も多々ありましたが、それも合め今の精 ‐杯の演奏をさせて頂くことが

できましたこ

演奏会を終えた今、大きく心の変化をした私は、見るもの聴くものすべてが新鮮で、子供の頃のように、良い事も悪い事も、毎日発見の連続で、

色の濃い日々を楽しみながら送っています。これからもたくさんの経験をし、音楽的にも人間的にも成長し続け、心で感じる音楽を多くの方々と

共有し合えるような音楽を作っていきたいと思っています。この情結溢れる大好きな長崎で、たくさんの素敵な方々に出逢えた事を幸せに思います。

最後になりましたが、演奏会当日まで陰で支えて下さったスタッフの皆様、これまで音楽によって人生観まで明るいものにして項いた思師、い

つも私の力になって 下さっている家族、友人、知人、すべての方々に、深く深く感謝しています。この場をお借りして御礼申し上げます。

本当に有り難うございました。

人発表演奏会
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第33回 長崎県新人発表演奏会

ピアノとは「自分を映す鏡」のようなもの

第33回長崎県新人発表演奏会に出演させて頂き、ありがとうございました。私は、このような大きな舞台に

立つことが初めてでしたので、緊張と不安でいっぱいでした。しかし、大学の先生方や友人、後輩たちに励ま

され、演奏会を楽しみにしていることを聞かされると、「今の私にできることを精一杯しよう」と、気持ちを

含い立たせて練習に励みました。

演奏会当日は、前日に出演考の方々と顔合わせをしていたこともあって、「お互い良い演奏をしましょうね」

と、声をかけ合ったりと、舞台裏ではなごやかな空気を際し出していました。私はそのおかげで、気持ちを楽

にして演奏だけに集中することができました。演奏は緊張 していたこともあって十分納得のいくものではなく

多くの課題が残りましたが、これからの勉強で少しずつその課題を克服していこうと思います。私にとってピ

アノとは『自分を映す鏡』のようなものなので、演奏技術と共に心も成長できるよう、様々なことを学び吸収し

たくさんの経験を積み重ねていきたいと思っています。

最後になりましたが、オーディションでは審査員として、そして演奏会のリハーサルでは出演者一人一人に

アドバイスをして下さった大山先生、スタッフの皆様、温かく厳 しく御指導して ドさった先生、応援してくれた友人たちや後輩、いつも私を励ま

し見守ってくれる家族、そして演奏会にいらして下さった方々に深く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

憂と慰謝をもって、輝けるエンターテイナーを目指して

声楽の勉強を始めた時から、先輩方がこの演奏会に出演する姿を見て抱いていた「私もいつか…Jと いう思

いが叶い、一人の演奏家としてブリックホールという大きな舞台に立てたことを大変嬉しく思います。支えて

下さった先生方や家族、並びに関係者の皆様に心より感謝峠1し上げます。

私が演奏した曲は、大学の卒業演奏会で歌った思い出の曲で、政略結婚の犠牲になったルチアが狂乱して死

に至る様を、コロラトゥーラを駆使して表現する難曲として知られています。十分以上も絹糸のように張りつ

めた緊張感を保たなければならず、技術面だけでなくメンタル面においても私にとってはかなりの挑戦でした。

二月のオーディションに合格 し演奏会への出演が決まった喜びも束の間、私の心にはひとつの大きな不安が残

りました.「 シリアスな内容の長い曲で、果たしてお客様に楽しんでいただけるだろかJf演奏会はオペラの

公演とは違って、舞台セ ットもなければ字幕もありません。その中でいかにして大きなステージ上にその情景

を描き出せるか。ルチアの鉗乱した精神を表現するために強弱や音色に変化をつけたり、手や日の表情に動き

をつけたりっ当初は自分がこう表現 したいという想いだけが空恒Iり し、それを形にできない自分への腹立たし

さとルチアヘの感情移入が重なり、吉川友理自身が狂乱 してしまいそうな時もありました、そうして迎えた演奏会本番は今の等身大の私なりに、

ルチアの最期の想いという絹糸を紡ぐことができたのではないかと思います=歌い終わった瞬間の会場の温かい拍手は、私に今後も歌い続けてい

く勇気とエネルギーを与えてくれました.

来年はオベラ歌手を目指 してイタリアに留学する予定です。体と心いっぱいに様々なことを吸収し、 ‐回り大きくなって皆様の前で演奏できる

日を願っています。いつ如何なるときも愛と感謝をもって輝けるエンターテイナーを目指して…。

思い出に蒻る演奏

思い出に残る演奏というのはこれまでに数同じかありませんでしたが、新入発表演奏会は確実にその中の 一

回でした。私にとって初めての大舞台だったので当然といえばそれまでかもしれませんが、思い出に残る演奏

の後は必ず、お腹が痛くなるので問違いなく思い出に残りました。

オーディションを受けようと思ったきっかけは大学の先輩逹が受けていたので私も受けてみようと思った次第

ですが、何より惹かれたのはレベルの高さと中込料や審査料がいらない事でした。曲を決めたのが遅く、とて

も苦 しかったです。しかし白分で決めた事なので毎日一生懸命練習を行いました。指から血が出た事もありま

したが、そのおかげで優秀質を項き、金子知事にお会いする事もできました。とても嬉しかったです。

オーディションから演奏会まで3ヶ 月以上あったので良く練習できました.演奏会当日は朝とてもすがすが

しく起きる事ができ、調子が良いのではないかと思ったのですが、リハーサルの出来が悪くとても不安になり

ました。しかし本番はなぜか良く弾けました。今でも舞台に出てから弾き終わって帰るまではっきりと覚えて

おります。集中できたからだと思います。

演奏会を終えた今は毎日練習にはげんでいるのですが、大きなホールで弾いた経験があるのと無いのとでは大違いで、ホールを想定した練習が

出来るようになりましたっとても良い事だと思います.こ れからも日々精進していきます。最後になりましたが、ご指導項いた原田先生、演奏会

を聞きに来て頂いた方々、何から何までサポー トして頂いた家族の皆様、本当にありがとうございました。この場を借りて感謝申し_Lげ ますこ

今度はオペラの舞台で皆様と

第33回長崎県新人発表演奏会に出演させていただき、本当にありがとうございます。私は声楽を始めて、今

年で10年が経ちます。その様な節目の年に、新人発表演奏会に出演することができて、とても幸せに思います。

高校受験がきっかけで出会った声楽が、その素晴らしさに魅了されて、オペラ歌手になりたいと思うまでにな

りましたi現在、その夢を現実にするために、日本オベラ振興会オベラ歌手育成部オペラマスターコースに在

籍して、プロを目指して勉強を続けています .

ブロを日指すと決めてからは、好きという気持ちだけでは乗り越えられない時期がありました。あんなに大

好きでたまらなかった歌が、いつの間にか「こんなに苦しいのに、なぜ歌っているのだろうJと 考えるほど、

苦痛に感じる事もありましたi本当に耐えきれず、諦めようかと思いましたが、このように素敵な演奏会に出

演できることができたので、今までの苦労が報われた様に思っていますt

今だから口邑せますが、実はオーディション送日に怪我をしてしまい、痛さと戦いながら舞台にたちました
=

歌い始める前に、客席を見渡すと、母が端の方で日をつぶって、手を合わせている姿が見えました。母は、私

の替わりにずっと歌い終わるまで、神様に†十ってくれたのです。その姿が支えになって、自分を信 じて歌うことができました。久しぶりに、「歌

が楽しい !」 と思った瞬間でしたぅこのオーディションは、歌うことを諦めようとしていた私に、いろいろな事を教えてくれたように思います.

そして、新人発表演奏会を迎えました.こ の日は、今まで私を理解 して、応援してくれた大切な家族ため.ど んな時も希望を捨てず、私を支援

してくださる尊敬する先生方へc時にはよき理解者であり、時にはライバルである大好な友逹へ。そして、お忙しい中、演奏会に足を遅んでくだ

さった、たくさんのお客様へ。いろんな方々に感謝をして、ステージに立たせていただきましたc

最後になりましたが、演奏会の場を提供 してくださったスタッフの皆様、いつも親身になってご指導してくださる尊敬する先生方、かけがえの

ない友達、そして私をここまで育ててくれた家族に心より感謝いたします。

この新人発表演奏会を第 2の スター トとして、新たな気持ちだ音楽と向き合ってみようと思います。今度はオペラの舞台で皆様とお会いできる

文 協元BUNKYO

樋脇優子 (ク刀
■活水女子大学
音楽学部演奏学科卒業

栖木 緑 (ゅヵ
l■東京要術大学首茶学部器秦科
| ピアノ尊I寅卒業
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藤木憾爾 ばィォリ功
■福岡教育大学
中等教育教員養戯課撥教科コース
音楽専攻 4年在学中

今回の受賞を励みにさらに努力を重ねます

まず初めに「長崎県新人発表演奏会Jに出演する機会を与えて頂いたこと、そして発表会にお越し頂いた皆様、

また私達の演奏を当日に至るまで細やかな心配りで支えて頂いたスタッフの皆様には本当に感謝 しております。

この場をお借りしてお礼を申し_と げますゃ

さて、分、発表演奏会を終えて、精一杯練習だけは欠かさなかったもののどんなに練習しても100%の結

果を出すということは本当に難 しいことだなぁと感じています.こ れからもまだまだ勉強を続けていかなけれ

ばならない身ですが、今回の受貨を励みにさらに努力を重ね、演奏会に来て下さる方々の期待に応える演奏を

する事を今後の課題としたいと考えておりますぅ

これまでの音楽活動を通じて、幼い頃からの厳 しいレッスンと練習によって今では音楽以外にも通じる忍耐

力がついたと実感することが出来ます.

そんなピアノを私の人生にとって自信とかけがえのないものにしてくれたのは、やはりこれまで指導して下さ

った先生方のおかげたと深く感謝いたします。

先生方の期待に応える意味でも、今回の演奏貪を機会に今後長崎での活動の場を広げられたらと思います。

最後になりましたが、常に私を支え、励まし、応援してくれた家族には本当に感謝 しています。新人発表演奏会という大きなステージで、大好

きな祖母に自分の演奏を聴いてもらう機会を与えていただいたことに本当に感謝しています。そんな家族に見守られ、大きなブリックホールでの

響きを感じながら演奏できたことを嬉しく光栄に思います。本当に有難うございました。

勝山 霞 υプラ刀
B(財)日本オペラ振興会
オベラ歌手育成部
マスターコース在籍中
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乱

ことを励みに勉強していきたいです。これからも感謝の気持ちを忘れず、私らしく歌い続けることが
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崎
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新
人
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演
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会
推
進
委
員
会
は
現
在
１２
人
で
、
主
な
業
務
と
し
て
は
「長
期
的
展

望
に
立

っ
て
新
人
発
表
演
奏
会
振
興
の
た
め
の
基
本
的
方
策
を
立
案
す
る
を
」
と
と
「審
査
員

を
決
定
す
る
を
」
と
が
あ
り
ま
す
。
フ」
れ
ま
で
も
様
々
な
改
革
方
策
を
立
案
し
て
き
ま
し
た
が
、

３３
回
演
奏

会
で
は
、
大
き
な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
県
外
審
査
員
の
招
聘
で
す
。

従
来
よ
り
、
厳
正
な
審
査
を
行
う
た
め
、
審
査
員
は
１
～
２
年
で
交
替
し
て
お
り
、
昨
年
の
３２
回
演
奏
会

ま
で
は
、
県
内
在
住
の
方
に
委
嘱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
回
か
ら
県
外
審
査
員
と
し
て
２
人
の
方
を
招

聘
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
県
外
審
査
員
の
新
し
い
風
に
よ
り
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
新
た
な
刺
激
が
加
わ
り
、

全
国
的
に
も
「長
崎
県
新
人
発
表
演
奏
会
」
が
大
き
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
と
思

っ
て
い
ま
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。

さ
ら
に
、
来
年
以
降
に
向
け
て
様
々
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
応
募
料
５
、
０
０
０
円
を
い
た
だ

く
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と
と
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課
題
曲
の
新
設
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そ
の
大
き
な
改
正
点
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す
。
発
表
演
奏
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で
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れ
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」
人
が
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秀
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ま
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し
た
。

ま
た
、
伴
奏
者
賞
の
検
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も
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す
。
以
前
、
あ
る
演
奏
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
伴
奏
の
欄
に
「ピ
ア
ノ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「伴
奏
○
△
さ
ん
」
で
は
な
く
、
「ピ
ア
ノ
○
△
さ
ん
」
と
書
か

れ
て
い
た
の
で
す
。
伴
奏
の
大
切
さ
は
、
今
さ
ら
論
ず
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴

奏
の
オ
ペ
ラ
を
ピ
ア
ノ
で
や
る
場
合
、
弦
が
静
か
に
奏
す
と
か
、
フ
ル
ー
ト
の
ス
ラ
ー
で
あ
っ
た
り
、
な
ど
で
、

伴
奏
に
求
め
ら
れ
る
音
の
表
現
に
は
重
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
演
奏
会
で
は
、
フ
ル
ー
ト
の
佐
々

静
香
さ
ん
の
演
奏
と
同
時
に
、
伴
奏
の
中
根
洗
晶
さ
ん
の

一
体
感
は
見
事
で
し
た
。
〈
本
場
で
も
多
く
の
賛
辞

を
耳
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
立
派
な
ソ
ロ
を
支
え
た
り
、
時
に
リ
ー
ド
し
た
伴
奏

者
も
表
彰
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
良
い
発
表
演
奏
会
に
な
る
よ
う
、
推
進
委
員
会
で
は
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

再
来
年
で
３５
回
の
節
目
と
な
る
長
崎
県
新
入
発
表
演
奏
会
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
愛
し
楽
し
む
長
崎
県
民
の

大
き
な
財
産
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
マ
ナ
ー
や
聴
衆
の
皆
さ
ん
の
声
な
ど
、
毎
年
、
演
奏
会
を
計
画
す
る
時
も
終

っ
て
か
ら
の
反
省
会
で
も
話
題
に
な
る
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
共
に
語
り
あ

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
会
を
支
え
た
裏
方
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ヂ
」
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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よ
う
に
「演
奏
」
に

対
応
の
仕
方
が
あ
る
と
思
う

第
33

回
長
崎
県
新
人
発
表
演
奏
会
を
聴
い
て

こ
の
３
月
に
行
わ
れ
た
第
３３
回
長
崎
県
新
人
発
表
演
奏
会

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
審
査
委
員
と
し
て
、
応
募
者
全
員
の
演
奏

を
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
ほ
ぼ
３
ケ
月
後
に
な
る
６

月
２４
日
に
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
々
の
演
奏
を
長
崎
ブ
リ
ツ

ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

演
奏
家
に
と

っ
て
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ
く
聴
衆
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
当
日
も
い
ろ
ん
な
想
い
を
持

っ
た
聴

衆
が
来
場
さ
れ
て
い
た
。
出
演
者
の
御
両
親
、
御
家
族
、
友
達
そ

し
て
出
演
者
の
先
生
方
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
純
粋
に
音
楽
を
楽

し
み
に
い
ら
し
た

一
般
の
人
達
も
当
然
来
て
い
ら
し
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
フぢ
」
が

”
要
注
意

“
だ
。
一
般
に
公
開
し
て
い
る
音

楽
会
に
は
何
処
の
、
ど
の
様
な
方
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
聴
き

に
来
て
お
ら
れ
る
か
本
当
に
分
か
ら
な
い
。
私
事
に
な
る
が
、

今
日
私
が
指
揮
者
と
云
う
仕
事
に
携
わ
る
様
に
な

っ
た
そ
の

き

っ
か
け
は
、
新
鮮
な
空
気
と
神
秘
的
な
星
空
を
夢
見
て
休
暇

の
た
め
大
都
会
か
ら
逃
避
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
屈
指
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
事
務
局
長
が
、
偶
然
に
も
山
々
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
街
で
開
催
さ
れ
た
素
朴
な
室
内
楽
演
奏
会
で
私
の
ヴ
ィ
オ

ラ
を
聴
い
た
事
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
日
、
演
奏
会
場
で
は
話
も

し
な
か

っ
た
彼
か
ら
突
然
「お
会
い
し
た
い
」
と
云
う
電
話
を

も
ら

っ
た
の
が
、
そ
の
４
ケ
月
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
日

だ

っ
た
。

た
だ
心
地
よ
い
音
の
響
き
を
楽
し
む
事
だ
け
で
満
足
す
る

聴
衆
の
他
に
、
専
門
家
と
ま
で
は
言
わ
な
い
で
も
、
立
日
楽
演
奏

芸
術
を
作
曲
家
の
哲
学
ま
で
掘
り
下
げ
て
理
解
し
て
い
る
聴

衆
も
多
く
居
ら
れ
る
。
ア」
の
よ
う
な
人
達
の
観
点
か
ら
、
自
分

の
演
奏
を
見
つ
め
た
事
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
選
曲
し
た

作
品
を
、
ど
の
よ
う
に
「演
奏
」
に
繋
げ
る
か
に
は
、
い
ろ
ん
な

対
応
の
仕
方
が
あ
る
と
思
う
。
演
奏
家
、
つ
ま
り
「再
現
芸
術
家
」

は
何
を
再
現
す
る
か
を
把
握
し
て
い
な
い
と
、
課
題
を
果
し
て

い
な
い
事
に
な
る
。
も

っ
と
突
き
詰
め
て
言
い
換
え
れ
ば
、
演

節
田
ロ

奏
者
は

”
何
を
表
現
し
た
い
為
に
、
何
故
そ
の
曲
を
選
ん
だ
の

か

“
と
も
言
え
る
。
作
曲
家
が
書
い
た
音
譜
を
、
高
度
な
技
術

を
も
っ
て
正
確
に
弾
く
こ
と
は
当
た
り
前
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
そ
の
音
に
託
さ
れ
た
作
曲
家
の
意
図
が
表
現
さ
れ
な
い
。

ピ
カ
ソ
が
キ

ュ
ー
ビ
ズ
ム
の
時
期
に
入
っ
た
頃
、
そ
れ
を
観
て

驚
い
た
人
々
に
「私
は
、
目
で
な
く
、
頭
脳
が
観
た
も
の
を
描
い

て
い
る
の
だ
」
と
説
明
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
演
奏
家
は
、
印
刷

さ
れ
た
音
符
の
裏
に
潜
む
、
作
曲
家
の
心
情
を
汲
み
取
り
、
そ

の
意
を
音
楽
と
云
う
言
葉
に
翻
訳
し
て
聴
衆
に
伝
え
る
事
で
、

よ
う
や
く
そ
の
任
務
を
果
し
た
事
に
な
る
。

長
崎
の
若
い
世
代
の
音
楽
家
に
は
県
を
挙
げ
て
の
新
入
発

表
演
奏
会
が
あ
る
。
一
世
紀
の
三
分
の

一
の
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
だ
。
一
方
、
一
人
前
の
演
奏
家
を
育
て

る
た
め
に
は
ま
ず
真
の
意
味
で
の
演
奏
家
精
神
と
基
礎
技
術

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
れ
に
は
少
な
く
と
も

３０
年
の
時
が
必
要
だ
。
良
い
演
奏
家
と
し
て
育
つ
に
は
聡
明
な

指
導
者
に
め
ぐ
り
会
い
、
良
い
音
楽
環
境
に
育
つ
の
が
必
須
条

件
だ
が
、
演
奏
家
と
し

て
大
成
し
て
行
く
道
は
、

さ
ら
な
る
工
夫
と
経
験

を
積
み
重
ね
、
そ
れ
を

ど
の
様
に
生
か
し
て
い

く
か
に
か
か
っ
て
く
る
。

新
人
発
表
演
奏
会
は
、

こ
の
基
礎
固
め
の
課
程

の
大
き
な
節
目
だ
と
思

レつ
。
今
回
、
確
か
に
こ
の

発
表
会
で
力
強
く
育

っ

て
い
る
若
木
を
確
認
で

き
た
事
は
喜
ば
し
い
事

だ

っ
た
。

◎会場アンケートから
◎応募資格

本県内に在住する者(本県出身者で県外で勉強中の

者も含む)ただし、過去、発表演奏会に出演した者を除く。

◎募集部F弓

声楽・ピアノ・管弦楽。
3玄楽器。ギター

◎応募料

5,OOO円 (新言負)

◎演奏曲

課題曲(新設 )と 自由曲

◎オーデイション

(1)日  時/平成18年3月 14日 (火 )～ 15日 (水 )

(2)会  場/とぎつカナリーホール

(3)応募締切/平成17年 12月 26日 (月 )当 日消印有効

(4)申 込 先/〒 850-8570 長崎市江戸町213
長崎県文化団体協議会事務局(長崎県文化振興室内 )

◎発表演奏会                  :
(1)日  時/平威18年5月 20日 (土 )

(2)会  場/長崎ブリツクホール大ホール

(3)出 演 者/オーディションで町憂秀賞」を受賞した者。

(4)日憂秀賞/出演者の中から特に優れた者に「最優秀賞」

を授与する。賞金コ0万円(新設 )

※詳しくは :長崎県文化団体協議会事務局まで

TELo 095-822-6049

◎例年に比べ、とてもレベルが高tヽ演奏会だつたと思います。次年度からもこの

レベルの方々による演奏を期待します (10代/女性 )

◎新人とは思えないほど堂々とした演奏はとても立派だと思つたjこの演奏会に

キャッチコピーをつけてみてはいかがでしょうか (30代/女性 )

◎出演者のプロフイールをもう少し詳しく知らせて欲しtヽ。せめて卒業した学校

名や師事した先生は最低限必要だと思う。 (40代/女性 )

◎作曲の部を作つて欲しい。あつたら出たいです !(20代 /女性 )

◎みんなが知つてtヽる曲を演奏に入れた方が親しみやすいのでは?(50代/女性 )

◎ もう少し開演時間が早いといしヽと思います。18時開演くらい (30代/女性 )

◎ フルートの音色がすごくきれいだつた。また、ひぴいてよかった。やさしい感

じの音だつた。私もあんな風にふいてみたいと思つた。ヴァイオリンは、はや

くひけてすごかつたし、かっこよかつた (10代 /女性 )

◎吉,11さんの歌と楠木さんのビアノはtヽつまでも聞いていたかった。 (30代/女性 )

◎長崎にもこの様に素晴らしい方々がおられることをうれしく思います。声楽の

方はあまり聞くチヤンスがありませんでしたが、今日は本当にゾクリクしました。

お客さんにもう少し若者が来てほしかつたと思います (70代 /女性 )

t
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来年(34回 )の実施要項です(要点のみ)
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レ

県
内
に
あ
る
公
立
ホ

は
４４
ｏ
そ
の
ホ

運
営
と
事
業

，
公
演
の
企

‥画
進

…行
鷲
幻
鬼
る
０
が
ボ
下
序
要
夢
夢
一玖
量
融
倣
ａ
■
チ
＋
整
聡
輩
孝
呻
迎
洩
注
癖
燕
翔
必
要
一軍
４
Ｖ
ａ
霧
奄
裏
藉
襲
脊数
盈
諷
攻
ッ
フ

紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
自
主
事
業
を
次
々
に
打
ち
出
し
、
◆
県
内
注
目
度
ナ
ン
ぺ
軒
耳
め
と
だ
つ
ぬ
Й
ｕ
‥１ニ
ホ
ｉ‐１
弗
つ
田
事
部
壽
幕
一総
裁
歳
〓
章
〓
一
一
一
一
一
一
４
一
一
４
一
４
一
■
４
一

と
ざ

つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
■
一ル
一副
館
撰
碁

昭
彦
…………………

「実
は
中
学
の
頃
か
ら
バ
ン
ド
小
僧
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
恥

ず
か
し
な
が
ら
作
曲
も
１
０
０
曲
ば
か
り
」
。

笑
う
と
少
年
の
顔
に
な

っ
た
。
憧
れ
の
人
は
坂
本
龍

一
。
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
も
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
と
し
て
も
尊
敬
し
て
い
る
。

そ
ん
な
バ
ン
ド
小
僧
が
、

２０
数
年
後
、
立
日
響
の
良
さ
で
は
県

内
有
数
と
い
わ
れ
る
ホ
ー
ル
の
副
館
長
と
し
て
、
運
営
を
切
り

回
し
て
い
る
。

豊
か
な
緑
と
や
さ
し
い
光
に
つ
つ
ま
れ
た
文
化
の
森
公
園

の
中
に
あ
る
「と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
」
は
、
開
館
し
て
４
年
目
。

自
主
事
業
が
盛
ん
で
、
年
平
均
１０
本
。

カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
と
い
う
名
称
は
、
人
々
が
こ
こ
に
集
い
、

小
鳥
の
よ
う
に
文
化
の
さ
え
づ
り
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
と
、
「か
な
り
良
い
ホ
ー
ル
」
と
い
う
洒
落

っ
気
も
込
め
て

名
付
け
ら
れ
た
。
地
元
の
文
化
協
会
を
中
心
と
し
た
、
「文
化
ホ

ー
ル
が
欲
し
い
」
と
い
う
地
道
な
運
動
で
、
建
設
の
た
め
に
集

ま

っ
た
募
金
は
６
０
０
万
円
。
そ
の
募
金
で
寄
贈
さ
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
ピ
ア
ノ
が
、
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
で
来
館
者
を
暖
か
く
迎

え
て
い
る
。

ス
タ
ツ
フ
は
、
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
初
代
館
長
だ

っ
た

山
下
和
俊
館
長
他
、
６
人
。
山
下
館
長
が
舵
取
り
役
な
ら
、
田
中

副
館
長
は
ま
さ
に
エ
ン
ジ
ン
役
で
あ
る
。

「い
い
ホ
ー
ル
と
は
、
い
い
演
奏
・観
賞
を
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
画
面
の
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

「
生
・〓
づ
い
■
で
一す
ギ
●
Ｉ
Ｉ
■
■
■
●
‐

―

レ

■ロビーに置かれた

クリスタルピアノの前で

カナリーホールの

スタッフ全員集合。

座つているのは山下館長

ま
す
。
お
客
さ
ん
に
い
い
演
奏
を
聴
か
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

演
奏
家
に
も
い
い
環
境
を
整
え
て
気
持
ち
良
く
演
奏
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「住
み
よ
い
町
か
ら
住
み
た
い
町

へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
る
平
瀬
町
長
の
文
化
行
政

へ
の
熱
意
も
ホ
ー
ル
ス
タ

ッ
フ
の
支
え
で
あ
る
。

田
中
さ
ん
は
大
村
市
生
ま
れ
。
立
日
楽
小
僧
で
も
あ

っ
た
が
、

中
学
か
ら
大
学
ま
で
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
た
体
育
会
系
の

一

面
も
。

「学
生
時
代
は
県
庁
で
観
光
行
政
を
や
り
た
い
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。
長
崎
の
観
光
発
展
の
た
め
に
何
か
仕
事
を
し
た

か

っ
た
。
で
も
３
年
連
続
で
公
務
員
採
用
試
験
を
受
け
て
い

ず
れ
も
失
敗
、
最
終
的
に
は
オ
ラ
ン
ダ
村
に
拾

っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」

就
職
し
た
の
は
、
オ
ー
プ
ン
７
年
目
の
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村

グ
ル
ー
プ
。
そ
こ
の
船
舶
運
航
会
社
、ゼ
イ
ク
ル
ー
ズ
（株
）

に
配
属
と
な
り
、
企
画
・営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
叩
き
こ
ま

れ
た
。

入
社
し
て
最
初
の
仕
事
は
、
「こ
れ
英
文
に
翻
訳
し
て

オ
ラ
ン
ダ
の
造
船
所
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
と
い
て
よ
」
だ

っ
た
。
船
舶
業
界
の
専
門
用
語
だ
ら
け
の
職
場
で
右
往

左
往
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
立
ち
上
げ
真
た
だ
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
朝
４
時
起
床
し
、
家
を
出
て
帰
り
は
深

夜
１
時
２
時
の
毎
日
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
「動
く
広
告
塔
」

成
臨
丸
の
全
国
展
開
の
た
め
の
横
浜
事
務
所
開
設
と
全

国

へ
の
営
業
活
動
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
福
岡
事
務
所
で

の
集
客
営
業
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
専
属
チ
ー
ム
ヘ
の
配
属
。

営
業
活
動
の
中
で
様
々
な
人
脈
が
で
き
た
頃
、
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
も
経
営
状
況
が
厳
し
く
な
り
希
望
退
職
を
募

る
こ
と
と
な

っ
た
。

「他
に
や
り
た
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
辞
め
る
か
残
る
か

悩
ん
で
い
た
こ
ろ
、
神
近
さ
ん
（初
代
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

社
長
）
に
相
談
に
行

っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
君
の
年

代
で
は
１０
年
単
位
で
仕
事
が
替
わ
っ
て
も
い
い
ん
だ
よ
、

と
あ

っ
さ
り
言
わ
れ
て
気
持
が
楽
に
な

っ
た
。
別
に
再

就
職
の
あ
て
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
辞
め
ち
ゃ
い
ま

し
た
」

そ
れ
か
ら
、
約
１
年
。
「時
津
に
新
し
く
出
来
る
ホ
ー

ル
が
人
を
探
し
て
い
る
け
ど
受
け
て
み
た
ら
」
と
声
を

掛
て
く
れ
た
の
は
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
時
代
か
ら
懇
意

に
し
て
い
た
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
。

ホ
ー
ル
で
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
を
や
り
た
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
「渡
り
に
船
」
と
採
用
試
験
を
受
け
、
採
用
さ
れ
た
。

「人
生

っ
て
ほ
ん
と
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
今
の
私
に

と
っ
て
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
は

”
生
き
が
い

“
で
す
。
」
と

笑

っ
た
顔
は
自
信
に
溢
れ
て
い
る
。

「二
手
三
手
先
を
見
る
人
」、
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
は
、

田
中
さ
ん
を
そ
う
評
し
た
。

そ
の
田
中
エ
ン
ジ
ン
率
い
る
と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
。

自
主
事
業
の
中
で
も
特
に
お
勧
め
は
、
県
の
音
楽
連
盟

B団中さんの企画による “自主制作型"イベントのチラン。
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文本―ルスタッフ/と ぎつカナリーホール 言

―

文 協 BUttYO 本―ルスタッフ/と ぎつカナリーホール

と
の
共
同
開
催
事
業
で
も
あ
る
６
月
の
軍
日
楽
見
本
市
＆
カ
ナ

リ
ー
音
の
博
物
館
」
と
秋
の
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
、

そ
れ
と
１２
月
の
「ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
あ
る
。
ま
た
今

年
度
の
目
玉
の
ひ
と
つ
に
本
場
の
文
楽
劇
場
か
ら
若
手
中
心

に
招
聘
す
る
「人
形
浄
瑠
璃
」
が
あ
る
。
つ
て
を
た
ど

っ
て
、
直

接
国
立
文
楽
劇
場

へ
交
渉
。
■
月
に
公
演
が
実
現
す
る
こ
と
と

な

っ
た
。

「今
は
、
い
わ
ゆ
る
買
い
取
り
公
演
よ
ぃ
も
自
主
制
作
型
の

も
の
に
重
き
を
置
い
て
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
悩
み
は
、
年
間

運
営
費
に
見
合
う
収
入
が
見
込
め
な
い
こ
と
で
す
ね
。
い
い
も

の
を
安
く
地
域
住
民
に
提
供
し
た
い
。
で
も
収
支
が
釣
り
合
わ

な
け
れ
ば
永
く
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
…
…
」

公
立
ホ
ー
ル
ゆ
え
に
、
入
場
料
は
せ
い
ぜ
い
３
、
０
０
０
円

程
度
を
上
限
と
し
て
い
る
の
で
、ど
う
し
て
も
支
出
超
過
に
な
る
。

そ
こ
が
企
画
担
当
者
と
し
て
痛
し
岸
し
の
と
こ
ろ
だ
。

「こ
う
い
う
不
景
気
な
時
に
は
、
文
化
芸
術

っ
て
、
一
番
最
初

に
切
り
捨
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
の
辺
は
前
職
の
観
光
事
業
も

同
じ
。
で
も
、
文
化
芸
術
的
な
要
素
が
生
活
か
ら
な
く
な
れ
ば
、

そ
れ
は
砂
糖
の
な
い
料
理
と
同
じ
で
味
気
な
い
も
の
。
文
化
芸

術
に
触
れ
る
こ
と
は
、
人
が
人
と
し
て
生
き
て
い
く
な
ん
ら
か

の
力
や
心
の
豊
か
さ
に
な
る
と
思
っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
」

い
ま
や
長
崎
の
新
名
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
ぎ

つ
カ
ナ
リ

ー
ホ
ー
ル
。
来
春
３
月
に
は
、
第
３４
回
新
人
発
表
演
奏
会
の
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
こ
こ
で
開
か
れ
る
。
（江
口
）

//
静

舟

・

時
滓
街
道
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

茶
屋

（本
陣
）
を
再
現
。

時
津
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
空
間
。

卦寺
・

み‐

ri予 /

カナリーホールのライトアップ

ギ劫とざつカナリーホール
エアポートライナー
発着所

長与町〉〒8512104 長崎県西彼杵郡時津町野田郷62番地

T E L095-882-0003  F A X095-882-0307

0開館時間9:00～ 22:00 0休館日/月 曜日・12月 29日 ～1月 3日

※但し、月曜日が祝祭日の場合は翌日が休館日となります。

脂津
図書館0

国道207号線

o時津田」役場

第2駐車場
(101台)

町民の寄円で酉己置したクリスタルピアノ

過去3年間の演目のチラシ。

音響設備のレベルが高いがカナリーホールでは、演奏会の他、

寄席や演劇の公演も行われ、多彩なニーズに応えている。

〉

す

ズ
29台 )

園道206号線

文化の森公園

臨港道路 ▼長崎市 川平有料遭路

●駐車場

第1駐車場/129台 (身障者用2台 )

第2駐車場/30台
第3駐車場/101台
主 催 者 用/299台   

｀

●敷地面積/125.616活
●建築面積/4,823ド
●延床面積/6,258浦

フヽ70席のホ

じめ、演劇や会議なo多目面なイベントに利用できる。

/ ●  
イ

     |

子
で
，
／

//

広々としたり八―サル室|よ パレエ、ジャズダンスの

練習室として、またミニホールとしても利用できる。
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支 協 BIU

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
観
覧
に
訪
れ
た

文
化
活
動
を
行
う
私
た
ち
は
、
こ
の

「振
興
」
基
本
法
の
目

指
す
も
の
を
た
え
ず
念
頭
に
お
い
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

英
語
の

”
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

“
に
は
３０
年
と
い
う
意
味
も

あ
る
。
親
か
ら
子

へ
ひ
と
つ
世
代
が
入
れ
替
わ
る
時
間
と
い

う
意
味
だ
ろ
う
。
平
戸
市
文
化
協
会
は
ま
も
な
く
設
立
３０
周

年
を
迎
え
る
。
ま
さ
し
く
私
の
親
の
世
代
が
設
立
し
、
私
は

五
年
前
よ
り
代
表
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
間
、
地
域
に
お
け
る
文
化
協
会
の
役
割
は
大
き
く
変
化

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

も
と
も
と
文
化
と
い
う
言
葉
は
相
基
に
包
括
的
な
も
の
で

は
あ
る
が
、
平
戸
の
場
合
は
更
に
多
く
の
歴
史
資
産
が
文
化

協
会
の
守
備
範
囲
と
な
る
。
結
果
、
音
楽
を
原
点
に
参
加
し

た
私
も
歴
史
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
歴
史
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
復
元
、
日
蘭
交

流
４
０
０
周
年

（
「１２
×
お
ら
ん
だ
」
）
な
ど
歴
史
に
根
ざ

し
た
多
く
の
事
業
に
こ
の
文
化
協
会
を
通
じ
て
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

近
年
で
は
、
藤
浦
洸
、
黒
崎
義
介
と
い
っ
た
、
昭
和
の
あ

る
時
代
、
全
国
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た
平
戸
出
身
の
芸
術
家

の
顕
彰
事
業
も
行

っ
た
。
ま
た
、
大
航
海
時
代
に
遡
れ
ば
、

平
戸
を
世
界
史
に
登
場
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
人
物
も
少

な
く
な
い
。
江
戸
幕
府
の
重
臣
で
も
あ
り
、
平
戸
オ
ラ
シ
ダ

商
館
設
置
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
ダ

ム
ス

（三
浦
按
針
）
に
つ
い
て
は
、
近
年
よ
う
や
く
オ
ラ
ン

ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
担
当
者
の
臨
席
を
い
た
だ
い
て
の
記

念
事
業
が
定
着
し
て
き
た
。　
一
方
で
は
台
湾
を
オ
ラ
ン
ダ
の

植
民
地
か
ら
解
放
し
た
鄭
成
功
に
つ
い
て
、
そ
の
生
誕
地
の
方
々

を
中
心
に
、
毎
年
台
湾
や
中
国
か
ら
多
く
の
参
列
者
を
迎
え

て
の
生
誕
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
復
元
の
動
き
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
、

城
下
町
と
し
て
の
町
並
み
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
も
始
ま

っ
た
。
平
戸
の
文
化
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
、
と
い
う
意

図
の
も
と
、
い
く
つ
か
の
出
版
事
業
も
行

っ
て
き
た
。
こ
れ

は
こ
の
１０
年
ほ
ど
の
平
戸
市
史
編
纂
事
業

へ
と
つ
な
が
っ
て

車

地域文化の担い手

■黒崎義介展・生誕 100年記念事業

平戸市生まれの画家、黒崎義介の生誕司00年を記念する行事が、2005年3月開催された。

黒崎義介は日本画家としても多くの秀作を残し、とくに絵本など、子ども向け、子どもを描いた

多くの作品が有名である。記念式典が行われ、画伯の存命中も含めて空前の規模と言わイlた 2

週間の絵画展では3千人近いお客様が来場、なつかしさと新たな感動にひたつていた。

黒崎義介展

■按針忌。「12×おらんだ」交流

平戸における海外貿易の功労者であり、1620年に平戸で没した三浦狡針の功績と望郷の思いを偲ぶ「接

針忌」は、市民が中心となつて1996年に始められ、毎年 (彼の命日である)5月の末近くの日曜日に、平戸港

を望む墓前で開催されている。

現在、平戸市は当時の石造倉庫を核とした平戸オランダ商館の復元を、設置400年という節目の年にあた

る2009年秋を目標に推進中である。

オランダ人フ)レーティスト、ウィル・オッフェルマンズとl題昧でフルートをたしなむ町田との出会いが発端と

なつた異文化交流事業「12×おらんだ」

は西暦2000年の「ながさき阿蘭陀年」

を象徴するかのようにつも続けられている。

写真は、2003年 に参加した石の彫刻

家八ンスが、子どもたちと粘土を使つて

エンブレムづくりをしているところ。オラ

ンダでは、その家を象徴する造形を表札

のように飾る伝続があるという。 .
この事業で平戸滞在を経験したオラン

ダ人たちはすでに50人に達しており、商

館移転後長らく途絶えていた平戸とオラ

ンダとの交流の復活は、平戸オランダ商

館復元が単なる建築物の設置ではないこ

とを印象づけている。

■

■

Ｉ

テ
レ
ビ
で
某
県
の
え
ら
い
人
が

「当
県
を
ス
ポ
ー
ツ
王
国
に
」

と
言

っ
て
い
る
の
を
眺
め
な
が
ら
長
崎
県
の
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
て
い
た
。
た
と
え
ば
長
崎
県
を
ス
ポ
ー
ツ
王
国
に

（が

ん
ば
れ
Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
）
、
観
光
王
国
に
、
造
船
、
工
業
、

農
業
、
水
産
、
福
祉
、
ず
―

っ
と
い
っ
て
、
芸
術

・
文
化
王

国
な
ん
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が

「文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」

と
い
う
の
が
平
成
十
三
年
度
に
施
行
さ
れ
た
。
経
済
大
国
と

言
わ
れ
て
き
た
日
本
国
が

「こ
れ
か
ら
我
が
国
は
芸
術
大
国

を
目
指
し
ま
す
」
と
言

っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
第

一
条
を

引
用
し
て
み
る
。

こ
の
法
律
は
文
化
芸
術
が
人
間
に
多
く
の
恵
沢
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
芸

術
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進
を
旨

と
し
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推

進
を
図
り
、
も

っ
て
心
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（文
化
芸
術

振
興
基
本
法
第

一
条

「目
的
」
）

そ
し
て
、
地
方
公
共
団
体
た
と
え
ば
長
崎
県
は
、
文
化
芸

術
の
振
興
を
推
進
す
る
責
任
が
あ
り
、
国
は
そ
の
た
め
の
法
制

。

財
政
の
措
置
を
講
じ
る
云
々
と
続
く
。

「振
興
」
と
い
う
文
字
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
が
お
よ
そ
五

十
年
前
に
施
行
さ
れ
た

「離
島
振
興
法
」
。
離
島
の
多
い
長

崎
県
に
多
く
の
恵
沢
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ
と
は
疑
う
余

地
は
な
い
が
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
が
実
現
し
た
か
は

異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
地
で
様
々
な

<平戸文化協会会長>

阿 田 雅 之

◎プロフィール

1951年 (昭和26年)平戸市生まれ

県立猶興館高校卒。

(有)町田美装工芸社代表取締役

現在 :平戸市文化協会会長。長臆県美しいまちづくリアドバイザー、

長崎県屋外広告ブル審議会委員他。日蘭交流400周年記念事業と

して始まつた「12×おらんだ」実行委員長を務めた。平成10年には、

平戸文化協会として第 14回地域文化章を受賞した。
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■平戸市文化まつり平戸市美術展覧会

平戸文化まつりは、当協会が設立された19フ 6年

に始まる会員の活動発表の場であり、その数年前よ

り始まつた平戸市美術展覧会と同時期に開催されて

いる。会員のほとんどが何らかの形で、出演・運営に

携わる行事である。

歴史も古い平戸神楽

い
る
。

こ
う
い
っ
た
新
し
い
動
き
を
採
り
入
れ
な
が
ら
も
こ

の
３０
年
間
ず

っ
と
開
催
を
続
け
て
き
た
の
が
、
平
戸
市

文
化
祭
で
あ
る
。
現
在
で
は

「平
戸
市
文
化
ま
つ
り
」

と
名
称
を
変
え
、
平
戸
市
美
術
展
と
も
連
携
し
な
が
ら

「舞

台
発
表
」

「生
花
展
示
」

「茶
道
呈
茶
」
な
ど
、
会
員

中
心
の
包
括
的
な
活
動
発
表
の
場
と
し
て
、
会
員
自
ら

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
素
人
芸
が
圧
倒
的
に
多

い
中
で
、
入
場
を
無
料
と
し
な
い
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ

か
も
し
れ
な
い
。
財
源
的
と
い
う
よ
り
、
会
員
の
参
加

意
識
と
コ
ス
ト
意
識
、
ひ
い
て
は
こ
の
費
用
負
担
を
参

観
者
に
ど
う
還
元
す
べ
き
か
と
い
う
観
点
で
、
自
ら
の

芸
を
高
め
、
未
知
の
喜
び
と
出
会
う
き

っ
か
け
に
し
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。
文
化
で
は
食
え
な

い
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
私
た
ち
文
化
協
会
の
リ
ー

ダ
ー
が
そ
れ
に
納
得
し
て
い
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

こ
れ
は
文
化
を
経
済

へ
と
転
換
し
て
い
く
小
さ
な
ひ
と

つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
る
。

平
戸
市
に
は
現
在
、
平
戸
神
楽
と
平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ

と
い
う
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
ふ
た
つ
あ
り
、

当
然
私
た
ち
の
会
員
で
も
あ
る
。
指
定
の
形
態
を
問
わ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
も
つ
と
多
く
の
伝
統
芸
能

・
伝
統

行
事
が
存
在
す
る
。
今
、
地
方
の
こ
う
い
っ
た
伝
統
芸
能

・

伝
統
行
事
の
保
存
に
は
、
多
く
の
困
難
を
伴
う
よ
う
に

な

っ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
変
化
が

大
き
な
理
由
で
は
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
芸
能

・
行
事

に
携
わ
る
人
々
の
誇
り
や
愛
着
は
未
だ
極
め
て
強
い
も

の
が
あ
る
。
こ
の
思
い
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
の
、

単
に
財
政
的
な
だ
け
で
は
な
い
確
か
な
手
だ
て
も
必
要
だ
。

古
来
、
神
様
に
芸
を
奉
納
す
る
人
を
芸
能
人
と
称
し
て

い
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
芸
能
人
が
誕
生
し
、

や
が
て
文
化
王
国
長
崎
県
が
実
現
す
る
こ
と
を
願

っ
て

や
ま
な
い
。

平戸市文化まつり/舞台発表の一場面

■平戸神楽 。平戸ジャンガラ

平戸神楽は198フ年に、平戸ジャンガラは199フ年に、それ

ぞれ国の重要無形民俗文化財に指定された。平戸神楽は¬64フ

年に橘三善が全国の神楽を見間して集成したもので、現在も県

北部の神職によつて伝承され、各地の氏神社に例察などで奉納

されている。

写真はクライマックスともいえる真剣を用いた「三剣」の舞。

平戸ジャンガラはおよそ450年前から始まつた豊作祈願の行事。

8月 のお盆の時期を中心に平戸島内の各所で奉納される。雨乞

いの行事としての面目も未だ健在と思われる。

平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
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佐藤泰子き

壷

地域文化の担い手

■鄭成功まつり

大航海時代、平戸を本拠にしていた中国の海商が

日本人女性と結婚し、司624年に平戸で生まれたの

が羮I成功である。のちにオランダの植民地であつた

台湾を解放する。中国でも有名な英雄の一人。

フ月 14日の誕生日には毎年「藁[成功まつり」が開

催され、台湾からも多くの崇拝者が御参りに訪れる。

2005年 には中国総領事も参力lを いただき、台湾か

らの訪間団と交歓する貴重な風景が見られた。

接針忌から藁[成功まつりに至る期間は、ザビエルが

平戸を訪間した (司 550年)ことを記念する行事、空

海が唐に渡つた(804年 )ことを記念する行事などが

連続する。

文 協 BUttYO

鄭成功まつり

ンジ:|ラ



「しま」の教会音楽コンサー ト

ざ蓬善儀3UNKYO

【1】 新上五島阿会場

■日時:11月 3日 (木)19時

■会場 :新上五島町鯨賓館ミュージアム・ホール

■料金 :一般 500円     ・

・高校生以下無料 (学生入場券が必要)

【2】五島市会場

■日時:11月 5日 (上)14時

■会場 :福江文化会館

■料金 :一般 500円
。高校生以下無料 (学生入場券が必要)

最新イベントガイ ド

OMURA室 内合奏団と五島地域の合唱団によるクランック音楽 (合唱団)を中心とした合同演奏会を地域の文化拠点

となる文化ホールで、「しま」の大切な財産である教会でアウトリーチコンサートを開きます。      '

*アウトリーチコンサート

0日 時:11月 2日 (木 )19時

0会場:青砂ヶ浦教会、中之浦教会

●料金:無料

*アウトリーチコンサート

0日 時:11月 4日 (木)14時

●会場 :奈留教会、浦頭教会

●料金 :無料
青方教会での演奏会 (平成16年 )

県無形民俗文化財の「千綿人形浄瑠璃」と「皿山人形浄瑠璃」、世界でも珍しい人形遣いが回クロ車と呼ばれる箱車に

腰掛け一人で一体の人形を操る国選択無形民俗文化財指定の東京都八王子市の「八王子車人形西川古柳座」、女性が一人

で人形を操る大阪市の「乙女文楽 桐竹繭紗也」による人形芝居。

【1】 波佐見阿会場

■日時 :11月 18日 (金)18時 30分

■会場 :波佐見町総合文化会館 (ウ ェイブホール)

■料金 :一般 500円、高校生以下無料 (学生入場券が必要)

【2】 長与阿会場

■日時 :11月 20日 (日 )18時 30分

■会場 :長与町民文化ホール

■料金 :一般 500円、高校生以下無料 (学生入場券が必要)

自ら室内楽の演奏を楽しんでいる方々の発表の機会を作ることで、

活動の励みとなり、芸術文化活動に対する理解と共感を広げることを

目的として、平成14年度より室内楽コンサート「ながさき室内楽祭」

を開催し、今年で 4回 目となります。

今回より、日本の室内楽界のの中心的な存在であり、九州交響楽団

や新日本フィルのソロ 。コンサートマスターである豊嶋泰嗣氏を音楽

監督に迎えての開催です。

■日時 :12月 24日 (土)18時 30分
■会場 :アルカスSASEBO中ホール

■料金 :未定
OMURA室 内楽奏団

※お問い合わせは、いずれも長崎県文化団体協議会へ (TEと.095-822-6049)

∩
ン

珂
督
Ｂ

長崎県人形芝居フェステイパル

ながさき室内楽察

雨

1   崎戸町立平島小中学校での演奏会 (平成16年 )
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ジ最新イベ
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9年も露り沢Ш ! 基
ボ

ヒｒ
τ
ｌ文民県崎辰日７１所

緊

「第 4回長崎県ライ トミュージックフェスティパル」

今年はスペシャルゲストでブレイク必至 !!『エイジアエンジエア』(エイベックス)がやつてくるc昨年に,1き 続き今年もフェス

ティバル出演者の中からグランプリを決定!!資金10万 円。当日の審査には大手各レコードメーカー・アーティスト事務所担当者

が参加!!楽しめること間違いなしのフェスティバル。

■日時 :11月 12日 (土)17時～

■会場 :諫早文化会館

■料金 :

(前 売)一般と,000円

高校生以下500円

(当 日)一般 1,200円

高校生以下700円

豊かな「しま」の自然溢れる、今年120周 年を迎える .

平戸市度島小中学校を舞台に、県内唯―のプロ活動

を行っているOMURA室内合奏団と、島の子ども達に

よる交流演奏会。

■日時 :11月 1日 (火 )14時
■会場 :平

戸市度島小中学校体育館

■料金 :無料

`津軽三味線五 '本之下

真市の、激しく懇涛のよう

な響きの中に、繊細な独特

のリズムを刻んだ演奏は

見逃せない。

■日

■会

■料

時 :10月 21日 (金 )19時～

場 :イ ンフェニタス江迎町文化会館

金 :入場料 :一般 1,000円 。高校生以下無料

(学生入場券が必要)1 1 i

しまの芸術祭 日本の伝続雲能公演

“滓軽三昧線 "
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【1】 長崎会場
■期間 :9月 14日 (水)～ 9月 23日 (金 )

■会場 :長崎県美術館
■開館時間 :10時～20時/休館日なし

【2】 佐世保会場
■期間 :9月 29日 (本)～ 10月 9日 (日 )

■会場 :佐世保市博物館島瀬美術センター

■開館時間 :10時～18時/休館日:10月 4日 (火 )

【3】 諫早会場

■期間 :10月 13日 (木)～ 10月 23日 (日 )

■会場 :諫早文化会館

■開館時間 :9時～17時 (初 日は10:00)
/休館日 :10月 17日 (月 )

長崎県文化団体協議会では、こオ1まで年 1回 機

関誌「文協」を発行してきました。◆回から、より

手ころで読みやすい文化情報誌としてリニューア

ル発行となつたものです。つきましては、新しい情

報誌に相応しい誌名を募集します。応募される方は、

氏名 (団体名)を明記され、事務局あて11月 30日

に、郵送またはFAXにて提出してください。

最新イベントガイド!文協
!BUNKY

長崎県文化史の一翼を担って 50年。日本画・洋画・彫刻・

工芸・書・写真・デザインの傑作が一堂に揃う。会期中、委

嘱作家の提供作品によるオークションも開きます。

*移動展

【1】 雲イ山会場

■期間 :10月 28日 (金)～ 10月 31日 (月 )

■会場 :雲仙おやまの情報館別館

【2】 対馬会場

①■期間 :11月 3日 (木)～ 11月 6日 (日 )

■会場 :上対馬総合センター

②■期間 :11月 10日 (木)～ 11月 13日 (日 )

■会場 :美津島文化会館

当 日 団 体

500円 200円

300円 100円

400円 160円

無 料 無 料

●団体は 20名以上

0障害者手帳保持者及び介護者 1名は 5割減額

0前売券販売所 :

県文化振興室・県展事務局・浜屋プレイガイ ド

☆移動展は入場無料です。

画材店など

「長幡県内における芸術文化団体相互の連絡協調を図り、文化渚動を

促進して県民文化の向上を期する」ことを目的に昭和38年発足。現在

102団体が加盟しています。会長は金子原二郎長崎県知事。

編 集 後 記
リニューアル化を決めて3ケ月、なんとか予定の9月 に間に合いま

した。今回は新人発表演奏会の特集。いかがでしたか?多くのこ意見、

こ感想をお寄せください。次回は1月。県民文化祭特集です。 (江回)
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こ
の
積
、
黒
内
醤
地
で
環
民
に
よ
う
文
化
田
通
Ｈ
イ
ベ
ン
ト
が
Ｅ
り
猥
山
。

こ
れ
ま
で
に
出
雲
わ
な
か
っ
た
憲
外
な
東
化
に
触
れ
る
協
好
の
チ
ヤ
ン
ス
で
す
。

黒
内
の
多
荘
な
文
化
を
体
臣
し
、
長
博
に
文
化
“
通
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
衰
驚
の
哺
を
広
げ
ま
し
よ
う
。

L

っ
て
文
化鬱速

第17日
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2005年 10月 1日 (土):11月30日 (水)
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第 50回記念長崎県美術展覧会公募展
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前売り 害」 写| 団 体 当 日 前売り 害J 写|

400円 450円 400円 250円 200円 220円
＼
＼

＼
＼

＼
200円 150円

＼
＼

＼

＼
＼ 320円 200円

＼ ＼
＼
＼

＼
＼

＼

長崎会場/入場料   1催世保・諫早会場/入場料

◎長崎県文化団体協議会とは?
☆伊イト「b六嘉集 !☆
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